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表面分析研究会（SASJ: Surface Analysis Society of Japan）では，国際 PSA（Practical Surface 
Analysis）会議を日本と韓国とで交互に開催している．この会議は，SASJ 最大規模の会議である

が，規模の大きさ故に日本での開催頻度が 6 年毎となっており，タイムリーな海外への情報発信

ならびに海外研究機関との協力関係の構築という観点で，会議開催頻度の少なさが懸念された．

そこで国際 PSA会議よりも規模をずっと小さくした国際ミニワークショップの企画が提案された．

本稿では，国際ミニワークショップの企画,運営に対する方針を示すと共に，第 1 回国際ミニワー

クショップの開催案を紹介する． 
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Surface Analysis Society of Japan (SASJ) plans a timely international mini-workshop to present the 

SASJ’s activity overseas and collaborate with foreign researchers on surface analysis. SASJ has already 
carried on the international symposium on Practical Surface Analysis (PSA) once every six years in Japan. 
But we concerns about missing chance to present SASJ’s activity in this interval of six years. This is the 
reason why we plan the international mini-workshop. The present report indicates the scope and plan of the 
1st SASJ mini-workshop. 
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1. はじめに 
表面分析研究会（SASJ）国際ミニワークショップ

は ， international symposium on Practical Surface 
Analysis（PSA）会議を補間する形で，タイムリーな

海外への情報発信ならびに海外研究機関との協力関

係の構築を目的として発案された．著者らは SASJ
国際化担当として，この提案を受け実行に移す際の

議論で，単に規模を小さくした国際会議で海外の方

を招くと言う「情報を得るだけの姿勢」では，前述

の目的は達成し難いと考えた．この目的を達成する

には，海外の研究者との活発な情報交換ならびに討

論が不可欠であると考え，ミニワークショップの規

模の小ささ故の小回りの良さを利用して，「講演者の

話を一方的に聴く」という通常の国際会議の形式よ

りも，「十分な時間をかけて議論を行う」新たな形式

を取り入れようと企画した． 
 

2. 第 1 回国際ミニワークショップ 
第 1 回の国際ミニワークショップは，「深さ方向分

析」をテーマとして，45 人程度（最大 60 人）の規

模で2009年3月16日～19日の開催を計画している．

開催場所の候補としては，沖縄の国際コンベンショ

ンセンターを検討している．招待講演者としては，

韓国，中国，ヨーロッパ，アメリカから 8 名程度の，

深さ方向分析に造詣が深くこの分野でチュートリア

ル的な発表をして頂ける方を考えている． 
会議の名称については，「国際ミニワークショッ

プ」の仮称で検討作業がスタートしたため，本稿で

はこの仮称を会議名称とした．仮称の「ミニ」の言

葉の中に「自由闊達な会議」の意味を汲み取って頂

ければ幸いである．なお，その後の実行委員会で

「SASJ 国際ワークショップ」を正式名称にすること

になった． 
 

3. 新たなポスター発表形式の試行 
国際ミニワークショップの重要事項は，前述の「十

分な時間をかけて議論を行える」形式を実現するこ

とと考えている．具体的には，ポスター発表に新た

な形式を試みようとしている．ポスター発表は，「双

方向の議論」と言う観点で，口頭発表よりも優れて

いる．ただし，ポスター発表の欠点は，「ポスター発

表者が，同一セッション内の他のポスターの議論に

参加するのが困難」な事と，「ポスター発表者や質問

者が熟練者でない場合に，有意義な議論に発展し難

い場合がある」事である．このポスター発表の欠点

をカバーするため，「1 セッションあたりのポスター

発表の件数を少なく制限する」こと，そして「ポス

ター発表者と質問者の議論を助けるための司会役を

必要に応じてポスター毎に割り振る」ことを検討し

ている． 
 

4. 最後に 
SASJ 国際化担当として，表面分析の現場の技術上

の問題を如何にして議論の場に挙げ解決策を模索す

るかについて，国境を越えた方策を検討したいと考

えている．その試みとして今回のミニワークショッ

プを検討しているので，ぜひ現場での問題をひっさ

げてミニワークショップにご参加頂きたい．ただし，

提起して頂いた問題の内容が具体的でなければ有意

義な議論にはならず，具体的であるためには現場で

の実体験と問題認識が根底になければならない．こ

の問題意識に問題解決への情熱が加わって，始めて

今回の企画は成功すると考えている． 
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